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車
の
再
利
用
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　
東
日
本
大
震
災
の

議
員　
福
祉
、
教
育
、
子
育
て

支
援
、
防
災
や
産
業
振
興
等
に

及
ぶ
様
々
な
施
策
を
横
断
し
、

市
の
施
策
の
基
礎
と
な
る
最
重

点
課
題
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創

生
」に
つ
い
て
、理
念
を
伺
う
。

市
長　
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
よ

く
生
き
る
た
め
に
、
よ
り
よ
い

地
域
社
会
を
つ
く
り
、
守
っ
て

い
く
こ
と
だ
と
言
え
る
。

議
員　
地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
既
に
実
施
し
て
い
る
４
地

区
に
共
通
し
た
課
題
を
伺
う
。

市
長　
子
育
て
世
代
や
障
が
い

者
等
様
々
な
世
代
や
立
場
の
市

議
員　
民
間
建
築
物
の
耐
震
化

促
進
の
た
め
、
①
緊
急
輸
送
道

路
沿
道
建
築
物
耐
震
化
助
成
制

度
②
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
化
助
成

制
度
の
活
用
を
検
討
せ
よ
。

市
長　
①
優
先
度
の
高
い
路
線

か
ら
早
急
に
取
り
組
み
、
他
の

路
線
も
順
次
取
り
組
み
た
い
②

今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
各
種
耐
震
助
成
の
国
・

都
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
、
全

て
の
国
民
が
等
し
く
利
用
で
き

る
よ
う
問
題
提
起
せ
よ
。

市
長　
今
後
も
、
市
長
会
等
を

通
じ
て
、
制
度
の
拡
充
を
国
・

都
に
求
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
商
店
会
で
保
有
す
る
街

路
灯
に
つ
い
て
、
①
10
年
経
過

し
た
も
の
で
な
い
と
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

被
災
地
や
姉
妹
市
町
等
へ
の
譲

渡
を
中
心
に
検
討
し
て
い
る
。

民
の
参
加
を
増
や
す
こ
と
だ
。

議
員　
が
ん
ば
る
地
域
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
町
会
・
自
治
会

活
動
に
対
す
る
効
果
を
聞
く
。

市
長　
一
つ
の
取
り
組
み
が
他

の
町
会
等
に
影
響
を
与
え
、
新

た
な
取
り
組
み
を
増
や
そ
う
と

い
う
誘
発
効
果
が
あ
る
。

議
員　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
の
取
り
組
み
が
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
た
ら
す
影
響

や
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
地
域
の
絆
を
太
く
し

大
人
の
新
た
な
学
び
を
通
し
て

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
に
貢
献

化
へ
の
都
や
市
の
助
成
が
受
け

ら
れ
な
い
。
電
力
の
効
率
的
利

用
の
観
点
か
ら
制
度
を
改
善
す

べ
き
だ
②
電
気
料
金
の
値
上
げ

に
よ
る
商
店
会
の
負
担
増
が
、

様
々
な
事
業
の
実
施
に
影
響
し

な
い
よ
う
対
策
が
必
要
だ
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長　

①
耐
用
年
数
の
緩
和
等
を
都
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。

第
一
副
市
長　
②
丁
寧
に
相
談

に
乗
り
、支
援
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
町
会
・
自
治
会
に
対
し
、

地
域
特
性
に
合
っ
た
支
援
施
策

の
紹
介
や
、
様
々
な
形
の
連
携

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必
要
だ
。

市
長　
市
や
都
の
支
援
事
業
の

紹
介
や
、
よ
り
活
発
な
活
動
支

援
の
条
件
整
備
に
協
力
す
る
。

し
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

議
員　
生
活
保
護
は
、
過
剰
診

療
や
不
正
受
給
の
防
止
徹
底
、

就
労
支
援
等
に
よ
り
保
護
費
の

議
員　
憲
法
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
と
し
て
、
社
会
状
況
の

変
化
、
国
民
意
識
の
変
化
、
国

議
員　

地
域
課
題
の
解
決
に

は
、
民
学
産
公
の
協
働
が
地
域

の
活
性
化
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

さ
れ
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。
民

学
産
公
の
連
携
に
つ
い
て
、
成

果
、
今
後
の
あ
り
方
を
伺
う
。

市
長　
協
働
、
連
携
の
広
が
り

の
中
で
、
多
角
的
な
展
開
を
示

し
て
き
た
。
具
体
的
な
実
践
を

伴
っ
た
積
み
重
ね
が
大
切
だ
。

議
員　
三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大

学
に
つ
い
て
、
①
機
能
や
事
業

の
総
括
の
所
見
を
伺
う
②
今
後

の
取
り
組
み
を
聞
く
。

市
長　
①
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

事
業
を
実
施
し
、
学
術
的
資
源

を
市
民
等
に
還
元
し
て
い
る
②

民
学
産
公
の
出
会
い
の
場
と
し

て
の
機
能
を
強
化
し
た
い
。

削
減
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
。

市
長　
雇
用
確
保
、
医
療
扶
助

の
削
減
、
市
長
会
等
を
通
じ
た

問
題
提
起
な
ど
に
努
め
た
い
。

議
員　
時
代
に
即
し
て
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
を
支
え
る
こ
と
は
重

要
だ
が
、
産
業
の
発
展
、
地
域

の
活
性
化
に
生
か
す
た
め
の
民

学
産
公
の
協
働
の
充
実
・
強
化

も
必
要
だ
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　
同
じ
認
識
だ
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
大
学
等
を
生
か
し
て
い

き
た
い
。

議
員　
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
み

た
か
に
つ
い
て
、
一
定
規
模
ま

で
発
展
し
た
企
業
が
他
地
域
に

移
転
し
て
し
ま
う
等
の
指
摘
が

あ
り
、
今
後
更
な
る
進
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。所
見
を
伺
う
。

第
一
副
市
長　
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
集
積

強
化
推
進
事
業
等
で
、
三
鷹
を

事
業
者
が
よ
り
集
積
し
て
い
く

場
所
に
し
て
い
き
た
い
。

政
で
の
改
憲
に
向
け
た
動
き
の

３
点
が
考
え
ら
れ
る
。
憲
法
に

つ
い
て
現
時
点
の
市
長
の
基
本

的
な
見
解
を
伺
う
。

市
長　
憲
法
の
理
念
を
生
か
す

べ
き
は
日
常
生
活
で
あ
り
、
地

域
の
暮
ら
し
で
あ
る
。
法
の
基

本
が
議
論
さ
れ
る
風
土
づ
く
り

を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
本
年
の
「
憲
法
を
記
念

す
る
市
民
の
つ
ど
い
」
で
は
改

憲
の
問
題
に
全
く
触
れ
ら
れ
ず

不
思
議
に
思
っ
た
。
目
的
・
内

容
決
定
ま
で
の
経
緯
を
伺
う
。

市
長　
市
民
団
体
の
「
憲
法
を

記
念
す
る
三
鷹
市
民
の
会
」
と

協
議
の
上
、
決
定
し
た
。

議
員　
事
業
の
検
討
に
当
た
り

出
た
意
見
の
内
容
を
伺
う
。

市
長　
「
よ
り
憲
法
の
本
質
に

関
し
た
内
容
が
よ
い
」「
若
い
世

代
に
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
有
名

な
講
師
が
よ
い
」
な
ど
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
た
。

議
員　
市
内
の
廃
屋
・
古
家
の

増
加
は
、
倒
壊
、
火
災
、
犯
罪

の
危
険
性
な
ど
、
景
観
や
生
活

環
境
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。
他

市
の
事
例
を
参
考
に
、
早
急
に

全
市
的
な
調
査
を
行
い
、
行
政

代
執
行
に
よ
る
撤
去
等
も
含
め

た
条
例
の
制
定
を
検
討
せ
よ
。

第
一
副
市
長　
指
摘
の
点
も
視

野
に
入
れ
て
検
討
し
た
い
。

議
員　
生
け
垣
の
枝
等
が
道
路

に
は
み
出
し
、
歩
行
者
や
緊
急

車
両
の
通
行
を
妨
げ
た
り
、
見

通
し
が
悪
く
危
険
な
箇
所
も
あ

る
。
生
け
垣
助
成
制
度
活
用
の

有
無
に
よ
ら
ず
、
所
有
者
へ
の

維
持
管
理
面
の
徹
底
が
必
要

だ
。
①
適
切
な
管
理
を
促
す
説

明
会
や
指
導
を
実
施
せ
よ
②
助

議
員　
国
や
都
が
実
施
し
て
い

る
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
（
父
子
家

庭
も
含
む
）
へ
の
自
立
支
援
策

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
経
済
的
に
自
立
し
て
も

子
育
て
と
就
労
の
両
立
が
難
し

議
員　
今
年
度
後
半
に
開
催
予

定
の
市
民
憲
法
講
座
も
、
様
々

な
意
見
の
市
民
が
参
加
で
き
る

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
内
容
に
す

べ
き
だ
。
開
催
に
当
た
っ
て
の

基
本
的
な
考
え
方
を
伺
う
。

市
長　
講
師
選
定
や
講
座
の
テ

ー
マ
な
ど
に
つ
い
て
方
向
性
が

偏
ら
な
い
よ
う
、
バ
ラ
ン
ス
感

覚
を
持
っ
て
実
施
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

成
対
象
樹
木
等
も
含
め
、
剪
定

回
数
が
少
な
く
て
済
む
種
類
に

限
定
し
て
推
奨
す
べ
き
だ
。

都
市
整
備
部
長　
①
よ
い
提
案

を
頂
い
た
。
大
事
な
こ
と
で
、

検
討
し
た
い
②
研
究
し
た
い
。

議
員　
多
種
多
様
な
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
し
て
、
庁
内
総
合
的
執

行
体
制
の
整
備
、
警
察
・
消
防

等
と
の
連
携
・
協
力
、
地
域
を

大
切
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

構
築
が
重
要
だ
。ま
た
、職
員
の

異
動
で
仕
事
が
途
切
れ
ぬ
よ
う

引
き
継
ぎ
体
制
を
強
化
せ
よ
。

市
長　
市
役
所
内
部
の
情
報
共

有
や
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・

協
力
関
係
構
築
に
よ
り
、
総
合

的
に
取
り
組
み
た
い
。
適
切
な

引
き
継
ぎ
に
も
配
意
し
た
い
。

く
継
続
し
な
い
と
い
う
課
題
が

あ
る
。
今
後
も
、
気
軽
に
相
談

で
き
る
窓
口
を
積
極
的
に
周
知

し
て
支
援
に
結
び
つ
け
た
い
。

議
員　
や
は
り
就
労
が
基
本
と

考
え
る
。
多
様
な
雇
用
情
報
の

提
供
や
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の
提

供
な
ど
を
通
じ
て
、
雇
用
機
会

の
拡
充
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

子
ど
も
政
策
部
長　
単
に
雇
用

情
報
の
提
供
に
終
わ
ら
な
い
よ

う
、
相
談
者
と
面
接
を
重
ね
な

が
ら
生
活
設
計
を
話
し
合
い
具

体
的
な
支
援
を
心
が
け
た
い
。

議
員　
母
親
等
の
長
期
入
院
等

で
離
別
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
子

ど
も
た
ち
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

環
境
の
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

子
ど
も
政
策
部
長　
本
市
で
は

議
員　
生
活
環
境
の
変
化
等
に

よ
り
、一
人
で
食
事
を
取
る「
孤

食
」の
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
。

朝
食
会
や
休
日
の
ラ
ン
チ
ク
ラ

ブ
等
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
小
学
校
で
地
域
と

合
同
の
朝
食
会
等
を
実
施
し
て

い
る
。
食
環
境
の
形
成
に
お
け

る
家
庭
の
役
割
の
重
要
性
に
つ

い
て
保
護
者
等
へ
啓
発
を
図

り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
食
育
の
推
進
に
取
り
組
む
。

議
員　
保
育
園
の
選
択
肢
を
増

や
す
た
め
、
認
可
保
育
所
を
結

ぶ
循
環
型
送
迎
バ
ス
の
研
究
・

検
討
を
進
め
る
べ
き
だ
。

子
ど
も
政
策
部
長　
必
要
性
を

含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
救
急
医
療
情
報
の
入
っ

議
員　
本
市
は
、
市
民
生
活
に

必
要
な
情
報
が
満
載
の
市
民
便

利
帳「
三
鷹
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
」

を
製
作
会
社
と
の
協
働
に
よ
り

養
子
縁
組
を
必
要
と
し
な
い
養

育
家
庭
の
普
及
に
取
り
組
み
、

昨
年
度
は
３
家
庭
に
増
え
た
。

今
後
も
、
都
と
連
携
し
て
地
域

全
体
で
養
育
家
庭
を
支
え
る
仕

組
み
の
構
築
を
目
指
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
公
共
施
設

の
小
ま
め
な
修
繕
・
改
善
と
運

用
の
総
点
検
に
つ
い
て
／
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
の
さ

ら
な
る
推
進
に
つ
い
て
／
社
会

教
育
会
館
に
お
け
る
保
育
付
き

事
業
の
維
持
と
拡
充
に
つ
い
て

た
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
ア
ク
セ
サ
リ
ー

等
に
埋
め
込
ん
で
携
帯
す
る
こ

と
で
、
外
出
先
で
の
緊
急
時
に

も
役
に
立
ち
、
個
人
情
報
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
。
三
鷹
発
の

モ
デ
ル
と
し
て
、
医
師
会
等
と

連
携
し
、
研
究
を
進
め
よ
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長　

広
域
で
進
め
る
こ
と
が
大
事
で

将
来
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

議
員　
危
険
か
つ
交
通
の
妨
げ

に
な
る
樹
木
の
伐
採
を
行
政
代

執
行
す
る
た
め
、
早
急
に
条
例

を
制
定
す
べ
き
だ
。

都
市
整
備
部
長　
条
例
の
制
定

の
検
討
と
並
行
し
て
、
三
鷹
警

察
署
や
三
鷹
消
防
署
と
連
携

し
、
行
政
代
執
行
に
代
わ
る
手

法
も
考
え
た
い
。

市
費
負
担
な
し
で
発
行
し
て
い

る
が
、
今
後
の
課
題
を
聞
く
。

市
長　
よ
り
一
層
の
内
容
の
充

実
、
一
定
の
広
告
収
入
と
充
実

　
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
後
藤
　
貴
光
　
議
員

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
生
か
し

防
災
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ

　
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
伊
藤
　
俊
明
　
議
員

地
域
と
連
携
し
持
続
可
能
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
生
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
宍
戸
　
治
重
　
議
員

民
学
産
公
の
連
携
を
強
化
し

産
業
発
展
と
地
域
の
活
性
化
を

　
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
吉
野
　
和
之
　
議
員

社
会
や
市
民
意
識
の
変
化
を

的
確
に
と
ら
え
た
憲
法
事
業
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
石
井
　
良
司
　
議
員

廃
屋
・
生
け
垣
等
の
対
策
に

総
合
的
執
行
体
制
の
強
化
を

　
公
明
党
　
緒
方
　
一
郎
　
議
員

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
の

更
な
る
推
進
を
求
め
る

　
公
明
党
　
寺
井
　
均
　
議
員

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
施
策
を
推
進
せ
よ

　
公
明
党
　
赤
松
　
大
一
　
議
員

「
三
鷹
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
を

電
子
書
籍
化
で
更
に
便
利
に

憲法を記念する市民のつどい

（
６
面
へ
続
く
）


